
８ 移住・定住の促進

本市では、少子高齢化と市外転出等による人口減少に歯止めをかけるため、国・県そして移住希望者の動向を踏まえたう
えで、独自の移住政策を企画し、効果的に発信することで移住を促進します。加えて、移住者に継続的在住支援を行うこと
で移住から定住を促すととともに、在住者の流出防止策をめざします。

④ 関係人口の創出（地域体験型イベント『かみめぐり』、地域の個性・特色を活かした取り組みなど）

② 移住体験・お試し滞在の充実（お試し滞在施設の運営、移住体験ツアー ）

③ UIJターンの推進（婚活イベント、地域おこし協力隊など）

⑤ 広域での連携（まんなか４市（香美市、高知市、南国市、香南市）の連携）

⑥ 定住に向けた支援

移住者交流会の開催
地域移住サポーターとの連携

その他定住支援（各課実施事業など）

⑦ 関連団体との連携（県、県移住促進・人材確保センター、ＮＰＯ法人いなかみ、地域移住サポーターなどとの連携）

① 情報発信（移住相談会の実施、インターネット（SNSを含む）を活用した情報発信、移住冊子の発行など）
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本市への転入超過数が５０人／年 以上となること。

市外からの移住者を２５組／年 以上受け入れること。

面談による移住相談数を１２０件／年 以上受けること。

空き家バンクへ物件を１０件／年 以上登録すること。

香美市移住定住促進計画第4期アクションプラン（1）
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20代から30代の移住が最も多く、子

育て層の多くは土佐山田へ移住。
例年、単身での移住が最も多く、次

点で子育て層の移住が多い。

ほとんどが土佐山田町ではあり

ますが、令和2年度は物部町へ

の移住が6件ありました。

企業等就職が約3割

移住を機に起業するといった

方も少数おられます。

移住組数等の推移と移住者の属性（2）
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①移住相談件数と移住組数の推移 ②香美市への移住者の属性（R５年度実績）
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８ 移住・定住の促進

令和７年２月２９日現在
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